
沖縄県公文書館だより　第57号　令和元年8月1日発行

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

O K I N A W A  P R E F E C T U R A L  A R C H I V E S  N E W S

1969年（昭和44）7月、アメリカ国防省は、知花弾薬庫に貯蔵された大量の毒ガス兵器を沖縄外へ撤去すると発表し
ましたが、実施までの道のりは容易なものではありませんでした。第一次移送は1971年（昭和46）1月13日、第二次移
送は同年7月15日から56日間にわたって行われ、13,000トンの毒ガス兵器はハワイ沖ジョンストン島へ運び出されました。
知花弾薬庫から天願桟橋までの移送ルートには集落が点在し、沿道の住民は学校などに避難、各種の事業所も営業を
停止しました。

毒ガス兵器移送：Operation Red Hat　経路図
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公
文
書
館
所
蔵
資
料
あ
ん
な
い
　 

第
二
回 

琉
球
政
府
文
書

「
琉
球
政
府
文
書
」
は
、
沖
縄
が
米

国
施
政
権
下
に
あ
っ
た
一
九
四
五
年

（
昭
和
二
十
）
か
ら
一
九
七
二
年
（
昭
和

四
七
）
五
月
十
四
日
ま
で
に
住
民
側
の

自
治
機
構
で
あ
る
琉
球
政
府
等
が
作
成

ま
た
は
取
得
し
た
公
文
書
等
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
日
本
復
帰
時
に

沖
縄
県
に
引
き
継
が
れ
た
後
、
沖
縄
県

立
図
書
館
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）、
当
館
が
移
管

を
受
け
、
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。

当
館
の
所
蔵
資
料
は
、
大
き
く
四

つ
の
資
料
群
に
分
か
れ
ま
す
。
沖
縄

県
の
各
機
関
を
出
所
と
す
る
「
琉
球

政
府
文
書
」
と
「
沖
縄
県
文
書
」、
米

国
国
立
公
文
書
館
等
の
機
関
を
出
所

と
す
る
「
米
国
収
集
資
料
」
と
、
沖
縄

の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
各
方
面
に

お
け
る
重
要
な
人
物
や
団
体
を
出
所

と
す
る
「
沖
縄
関
係
資
料
」
で
す
。

今
回
は
「
琉
球
政
府
文
書
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

当
館
の
所
蔵
資
料
は
、
大
き
く
四

つ
の
資
料
群
に
分
か
れ
ま
す
。
沖
縄

県
の
各
機
関
を
出
所
と
す
る
「
琉
球

政
府
文
書
」
と
「
沖
縄
県
文
書
」、
米

国
国
立
公
文
書
館
等
の
機
関
を
出
所

と
す
る
「
米
国
収
集
資
料
」
と
、
沖
縄

の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
各
方
面
に

お
け
る
重
要
な
人
物
や
団
体
を
出
所

と
す
る
「
沖
縄
関
係
資
料
」
で
す
。

今
回
は
「
琉
球
政
府
文
書
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◆
沖
縄
諮
詢
会
、
沖
縄
民
政
府
、
沖
縄

群
島
政
府
に
関
す
る
書
類
　

琉
球
政
府
以
前
の
行
政
組
織

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
三
月
末
以
降
、

沖
縄
を
占
領
し
た
米
軍
は
、
住
民
の
自
治
組

織
を
設
置
し
て
統
治
に
あ
た
る
こ
と
と
し
、

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
八
月
二
十
日
、
米

軍
政
府
の
諮
詢
機
関
と
し
て
沖
縄
諮
詢
会
を
収

容
所
で
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄
、

宮
古
、
八
重
山
、
奄
美
の
群
島
単
位
で
民
政
府
・

群
島
政
府
が
置
か
れ
、
最
終
的
に
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
十
七
）
四
月
一
日
に
全
琉
統
一
機
構
と

し
て
琉
球
政
府
が
発
足
し
ま
し
た
。
　

会
議
録
や
市
町
村
か
ら
の
陳
情
書
綴
り
な
ど

琉
球
政
府
の
前
身
に
あ
た
る
機
関
の
文
書
六
一

点
の
目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
日
本
政
府
と
の
交
渉
、
要
請
に
関
す

る
書
類
　

総
務
局 

渉
外
広
報
部 

渉
外
課

戦
後
、
米
軍
基
地
の
維
持
を
最
優
先
す
る
体

制
の
も
と
で
、
沖
縄
は
社
会
資
本
の
整
備
や
産

業
形
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
本
本
土
よ

り
も
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
基

地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
な
ど
は
沖
縄
住

民
の
人
権
を
脅
か
し
て
い
ま
し
た
。

琉
球
政
府
が
日
本
政
府
に
対
し
て
求
め
た
日

本
復
帰
や
国
政
参
加
、
教
育
や
社
会
保
障
に
対
す

る
日
本
政
府
援
助
の
拡
大
、
米
軍
の
海
上
爆
撃
演

習
廃
止
へ
の
折
衝
要
請
な
ど
、
交
渉
・
要
請
の
文

書
一
〇
四
点
の
目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
講
和
発
効
前
損
失
補
償
に
関
す
る

書
類
　

法
務
局 

土
地
業
務
課 

沖
縄
土
地
事
務
所

講
和
前
補
償
と
は
、
一
九
四
五
年
（
昭
和

二
十
）
八
月
十
五
日
か
ら
一
九
五
二
年
（
昭
和

二
十
七
）
四
月
二
十
八
日
の
対
日
講
和
条
約
発

効
ま
で
に
発
生
し
た
米
軍
及
び
軍
人
・
軍
属
の

行
為
を
原
因
と
す
る
、
沖
縄
住
民
へ
の
人
身
及

び
財
産
の
損
害
に
対
す
る
補
償
を
い
い
ま
す
。

米
国
政
府
は
補
償
の
法
的
義
務
は
な
い
と
し
な

が
ら
も
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
）
か
ら
一

定
の
支
払
い
を
開
始
し
ま
し
た
。
住
民
へ
の
不

法
行
為
の
認
定
や
そ
の
補
償
に
関
す
る
書
類

八
八
七
点
の
目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

陳情書 1  1946 年 10 月～ 1949 年 5 月
［RDAE000193］

佐藤総理大臣に訴える　琉球政府行政主席 屋良朝苗　
1969 年 11 月［RDAE000503］

講和発効前補償金名寄表　37-2　国頭村 1967 年 3 月〜 1968 年 2 月
［R00021665B］
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◆
海
外
移
住
に
関
す
る
書
類
　

農
林
局 

移
住
課

戦
後
の
沖
縄
は
、
日
本
本
土
や
海
外
か
ら
の

引
揚
者
も
含
め
て
、
人
口
が
急
激
に
増
加
し
ま

し
た
。
米
軍
政
府
と
琉
球
政
府
は
移
民
送
出
に

よ
っ
て
過
剰
人
口
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
琉
球
政
府
は
、八
重
山
へ
の
開
拓
移
住
、

南
米
へ
の
政
府
計
画
移
民
を
推
進
し
、
移
住
事

務
の
所
管
は
社
会
局
→
経
済
局
→
農
林
局
へ
と

変
遷
し
ま
し
た
。

海
外
移
住
者
壮
行
会
で
の
農
林
局
長
の
祝
辞

文
や
、
移
住
者
が
渡
航
前
に
移
住
先
の
生
活
様

式
な
ど
の
研
修
を
受
け
た
移
住
あ
っ
せ
ん
所
に

関
す
る
資
料
、
移
住
者
名
簿
、
移
民
募
集
ポ
ス

タ
ー
、
南
米
移
住
地
写
真
な
ど
二
八
二
点
の
目

録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
商
工
業
に
関
す
る
書
類
　通

産
局 

通
商
課

通
商
課
は
、
貿
易
に
関
す
る
法
令
や
手
続
き
、

貿
易
団
体
の
指
導
育
成
、
輸
出
入
品
の
調
査
、

沖
縄
内
の
商
業
改
善
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

米
穀
指
定
販
売
店
申
請
書
類
な
ど
七
十
七
点

の
目
録
を
公
開
し
て
お
り
、
衣
料
品
や
電
化
製

品
な
ど
を
販
売
す
る
小
売
店
を
対
象
に
創
業
年

や
従
業
員
数
、
仕
入
れ
・
販
売
価
格
、
値
決
め

の
方
法
、
決
済
方
法
な
ど
を
調
査
し
た
流
通
機

構
実
態
調
査
表
や
、
沖
縄
の
製
造
業
育
成
を
目

的
に
地
場
産
品
使
用
を
奨
励
す
る
島
産
品
愛
用

運
動
に
関
す
る
文
書
が
含
ま
れ
ま
す
。

◆
マ
ラ
リ
ア
防
遏
に
関
す
る
書
類
　

厚
生
局 

保
健
所

戦
前
か
ら
八
重
山
群
島
で
発
症
が
確
認
さ
れ

て
い
た
マ
ラ
リ
ア
は
、
沖
縄
戦
を
機
に
宮
古
群

島
な
ど
へ
と
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
戦
後
、

マ
ラ
リ
ア
防
遏
事
業
は
、
一
時
、
八
重
山
群
島

政
府
に
移
管
さ
れ
、
米
軍
か
ら
の
薬
品
の
配
給

を
受
け
な
が
ら
、
発
生
源
と
な
る
蚊
の
調
査
や

水
面
、
家
屋
な
ど
へ
の
薬
品
散
布
、
患
者
治
療

や
予
防
内
服
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
九
四
九

年
（
昭
和
二
十
四
）
頃
に
は
、
患
者
数
が
激
減

し
ま
し
た
が
、
八
重
山
開
拓
移
民
な
ど
の
人
口

流
動
に
よ
っ
て
再
燃
し
、
一
九
六
七
年
（
昭
和

四
十
二
）
に
は
、
事
実
上
終
息
し
ま
し
た
。

マ
ラ
リ
ア
の
調
査
表
や
事
例
発
見
日
報
な
ど

の
文
書
一
一
五
点
の
目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
社
会
教
育
に
関
す
る
書
類
　

文
教
局 

指
導
部 

社
会
教
育
課

琉
球
列
島
米
国
民
政
府
布
令
第
六
十
六
号
「
琉

球
教
育
法
」
の
「
第
八
節 

社
会
教
育
」
は
、
教

育
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
家
庭
と
学
校
、

社
会
の
協
力
が
必
要
と
し
て
、
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
の
設
置
や
維
持
な
ど
に
つ
い
て
も
ふ
れ

て
い
ま
す
。

公
民
館
の
設
置
認
可
申
請
書
な
ど
二
一
二
点

の
目
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
政
府
立
図
書
館

の
月
別
職
種
別
来
館
者
記
録
、
地
区
教
育
委
員

会
主
催
の
婦
人
学
級
や
社
会
学
級
の
実
施
報
告

書
、
新
生
活
運
動
推
進
委
員
会
記
録
な
ど
か
ら

当
時
の
社
会
教
育
団
体
の
活
動
状
況
が
分
か
り

ま
す
。

移民使節からブラジル大統領への移民促進要請陳述書　
1954 年［R00053765B］

島産品愛用運動週間のスローガン、ポスター　1962 年
「島産品愛用運動週間関係」より［R00066454B］

雑書　1957 年
［R00085793B］

青年学級発表会資料　1961 年 6 月 11 日
「社会教育講座に関する書類　青年学級」より［R00098103B］
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私
が
小
学
校
へ
上
が
る
そ
の
日
、

午
前
中
は
入
学
式
で
午
後
は
祖
父
の

通
夜
で
し
た
。
家
は
ど
こ
の
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
か
と
思
う
ほ
ど
弔
問
の

お
客
様
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し

た
。
私
が
覚
え
て
い
る
祖
父
と
い
え

ば
朝
必
ず
「shake hands

〜
」
と

握
手
を
し
て
く
る
姿
。
幼
く
英
語
も

わ
か
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
謎
の
言

葉
を
話
す
お
じ
い
さ
ん
で
し
た
。
普

段
か
ら
お
客
様
は
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
桁
違
い
の
弔
問
客
に
、
優
し
い

祖
父
が
ど
う
や
ら
す
ご
い
人
ら
し
い

こ
と
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

祖
父
が
「
何
者
か
」
を
あ
ら
た
め

て
知
っ
た
の
は
物
心
つ
い
て
か
ら
。

琉
球
政
府
第
四
代
行
政
主
席
を
務
め
た

松
岡
政
保
さ
ん
の
ご
令
孫
・
松
岡
美
知
世

さ
ん
に
お
祖
父
さ
ま
や
残
さ
れ
た
資
料
の

思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。

当
館
の
管
理
業
務
は
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
が

実
施
し
て
い
ま
す
（
館
外
貸
出
の
許
可
、
寄
託
文
書
の
受
入
、
行
政
財
産
の
使
用
許
可

等
の
業
務
を
除
く
）。

家
に
飾
っ
て
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領

と
一
緒
の
写
真
や
、
戦
後
の
沖
縄
芸

術
を
支
え
た
ニ
シ
ム
イ
（
芸
術
村
）

の
絵
画
…
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に

あ
っ
た
も
の
が
急
に
価
値
を
持
ち
始

め
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
資
料
を
た
だ
家
に
置

い
て
い
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
温
湿
度
管
理
も
さ
れ
な

い
倉
庫
で
朽
ち
る
よ
り
は
、
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
お
う
と
公
文
書
館
な

ど
に
寄
託
・
寄
贈
し
、
残
り
は
安
里

に
あ
る
祖
父
の
私
邸
跡
地
を
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
不
定
期
で
公
開
す
る
予

定
で
す
。

公
開
す
る
と
決
め
て
か
ら
は
、
不

思
議
と
肩
の
荷
が
下
り
ま
し
た
。
祖

父
は
今
こ
そshake hands

し
た
い

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私とアーカイブス Ⅺ 松岡 美知世さん

松岡美知世さん（左）と母・典枝さん（右）
移動展「沖縄県公文書所蔵資料にみる金武」にて

ジョンソン米大統領（右端）と会談する松岡政保氏（左端）

平
成
三
十
年
度
　 

公
文
書
館
指
定
管
理
事
業
報
告

◆ 

収
集
業
務

沖
縄
県
文
書
（
沖
縄
県
の
機
関
が
作
成
・

収
受
し
保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
等
） 

を

四
七
三
二
箱
、
行
政
刊
行
物
を
二
〇
八
五

冊
、
そ
の
他
個
人
や
団
体
か
ら
九
二
二
点

の
文
書
等
を
収
集
し
ま
し
た
。

◆ 

評
価
選
別
業
務

収
集
し
た
文
書
等
を
評
価
し
、
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
な
も
の
を
選
別
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
文
書
五
〇
四
一
箱
、
沖
縄
関
係
資

料
五
十
九
箱
を
評
価
選
別
し
ま
し
た
。
そ
の

内
訳
は
、
沖
縄
県
文
書
が
保
存
二
〇
九
〇

箱
、
一
部
保
存
四
七
〇
箱
、
廃
棄
二
四
八
一

箱
、
沖
縄
関
係
資
料
が
一
部
保
存
五
十
九
箱

と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

整
理
業
務

「
保
存
」
と
評
価
し
た
文
書
等
の
う
ち
、

沖
縄
県
文
書
等
九
〇
五
二
簿
冊
、
行
政
刊

行
物
一
二
〇
七
冊
を
整
理
し
て
公
開
し
ま

し
た
。
ま
た
、
原
本
の
劣
化
防
止
用
に
作

成
し
た
代
替
物
四
六
四
四
点
の
目
録
を
整

備
し
て
利
用
に
供
し
ま
し
た
。

 

◆ 

保
存
業
務

低
酸
素
濃
度
処
理
に
よ
る
殺
虫
処
理
、

簡
易
補
修
・
綴
じ
直
し
等
の
作
業
一
三
五

件
、
資
料
の
状
態
把
握
の
た
め
映
像
フ
ィ
ル

ム
一
二
八
五
本
の
劣
化
度
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
強
劣
化
で
あ
っ
た
三
一
五
本

に
対
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
自
体
が
発
す
る
酢
酸

ガ
ス
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た
め
に
隔
離
措
置

を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

代
替
化
業
務

紙
資
料
五
十
点
［
計
三
万
四
三
五
コ
マ
］

（
琉
球
政
府
文
書
四
十
七
点［
二
万
六
三
一
九

コ
マ
］、
沖
縄
県
文
書
三
点
［
四
一
一
六
コ

マ
］）、
映
像
資
料
一
〇
一
点
、
音
声
資
料

一
〇
一
点
、
計
一
五
二
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
い
ま
し
た
。

◆ 

閲
覧
業
務
・
普
及
広
報
業
務

入
館
者
は
一
万
五
六
〇
一
人
、
常
設
展

の
入
室
者
は
一
万
五
二
五
人
、
金
武
町
移

動
展
の
来
場
者
は
八
一
八
人
で
し
た
。

ま
た
、
公
文
書
館
や
所
蔵
資
料
に
関
す

る
講
演
会
、
講
座
等
を
開
催
し
計
三
四
四

人
が
来
館
し
ま
し
た
。
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閲
覧
室
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

■
沖
縄
関
係
資
料

▼
国
際
福
祉
相
談
所
文
書（
九
十
五
点
）

国
際
福
祉
相
談
所
は
、
一
九
五
八
年
（
昭

和
三
十
三
）
に
「
国
際
社
会
事
業
団
沖
縄
代

表
部
」
と
し
て
琉
球
政
府
よ
り
認
可
さ
れ
た

社
会
福
祉
団
体
で
す
。
同
相
談
所
は

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
）
の
日
本
復
帰

に
伴
っ
て
社
会
福
祉
法
人
化
し
、
米
国
婦
人

ク
ラ
ブ
や
日
本
自
動
車
協
会
な
ど
の
寄
付
金

を
も
と
に
運
営
さ
れ
、
一
九
九
八
年
（
平
成

十
）
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

な
お
、
沖
縄
県
は
一
九
七
三
年
（
昭
和

四
十
八
）
以
降
、
国
際
的
児
童
家
庭
相
談
事

業
を
補
助
し
、
同
相
談
所
に
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
国
際
結
婚
か
ら
派
生
す
る

児
童
や
家
庭
の
問
題
を
解
決
・
支
援
す
る
こ

と
で
し
た
。
な
か
で
も
「
混
血
児
」
の
福
祉

向
上
を
目
指
し
て
、
同
相
談
所
が
一
九
七
九

年
（
昭
和
五
十
四
）
に
発
表
し
た
「
国
際
児

童
年
―
沖
縄
か
ら
の
提
言
」
は
、
無
国
籍
児

の
存
在
を
日
本
社
会
に
知
ら
し
め
、
そ
の
後

の
「
国
籍
法
改
正
」
や
「
雇
用
平
等
法
」
の

制
定
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
事
業

報
告
書
な
ど
の
運
営
に
関
す
る
文
書
、「
無

国
籍
児
関
係
資
料
」
や
「
養
子
縁
組
書
類
」

な
ど
に
関
す
る
文
書
が
含
ま
れ
ま
す
。

本
資
料
群
は
、
戦
後
沖
縄
の
児
童
福
祉
の

状
況
や
女
性
の
地
位
向
上
の
変
遷
を
知
る
う

え
で
重
要
な
資
料
で
す
。

沖
縄
国
際
相
談
所
長
を
務
め
た
平
田
正
代

氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
～
令
和
元
年
六
月

新
規
公
開
文
書
の
お
知
ら
せ

▼
吉
田
嗣
延
文
書
（
一
七
九
七
点
）

吉
田
嗣
延
氏
（
一
九
一
〇
―
一
九
八
九
）

は
、
戦
後
、
外
務
省
管
理
局
総
務
課
沖
縄
班

長
な
ど
を
経
て
、
一
九
五
六
年
（
昭
和

三
十
一
）、
沖
縄
援
助
や
軍
用
地
問
題
解
決

の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
南
方
同
胞
援
護
会
の

事
務
局
長
に
就
任
し
、
講
和
条
約
発
効
前
損

失
補
償
や
軍
用
地
問
題
解
決
、
沖
縄
の
日
本

復
帰
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。
復
帰
後
は
、

財
団
法
人
沖
縄
協
会
の
専
務
理
事
と
し
て
、

沖
縄
振
興
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
　

本
資
料
群
に
は
、
総
理
府
南
方
連
絡
事
務

所
や
南
方
同
胞
援
護
会
、
沖
縄
協
会
時
代
の

文
書
や
書
簡
、
沖
縄
援
助
や
軍
用
地
問
題
、

施
政
権
返
還
交
渉
、
沖
縄
振
興
開
発
、
山
田

真
山
の
平
和
祈
念
像
建
立
な
ど
に
関
す
る
文

書
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

吉
田
嗣
延
文
書
は
、
沖
縄
大
学
名
誉
教
授

新
崎
盛
暉
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
際
婦
人
ク
ラ
ブ
文
書（
一
一
二
点
）

沖
縄
国
際
婦
人
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
五
三
年

（
昭
和
二
十
八
）
に
比
嘉
秀
平
琉
球
政
府
行

政
主
席
夫
人
の
秀
子
氏
と
サ
ム
エ
ル
・
オ
グ

レ
ス
ビ
ー
米
国
民
政
府
経
済
局
次
長
夫
人
の

タ
イ
ス
氏
に
よ
り
、
米
国
と
沖
縄
の
国
際
親

善
お
よ
び
社
会
福
祉
活
動
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、
米
国
民
政
府
の

支
援
に
よ
る
養
護
施
設
等
へ
の
慈
善
事
業

や
、
月
一
回
の
定
例
会
を
通
し
て
琉
米
婦
人

相
互
の
国
際
親
善
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
積
極
的
に

国
際
交
流
を
図
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
等

で
造
成
し
た
資
金
に
よ
り
社
会
福
祉
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

資
料
に
は
、「
定
例
会
議
事
録
」
や
「
慈

善
寄
付
金
給
付
申
請
書
類
」
な
ど
の
運
営
に

関
す
る
文
書
や
、
活
動
の
様
子
を
記
録
し
た

写
真
ア
ル
バ
ム
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

戦
後
に
お
け
る
米
軍
や
地
元
政
財
界
有
力

者
の
夫
人
等
の
国
際
交
流
と
社
会
福
祉
に
関

す
る
記
録
で
す
。

本
資
料
群
は
、
国
際
沖
縄
婦
人
ク
ラ
ブ
よ

り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

国際児童年－沖縄からの提言「無国籍児
問題に関する資料」より [0000146880]

書簡 吉田嗣延宛屋良朝苗差出　1967 年 4 月 4 日［0000096403］

国際婦人クラブ集合写真 
「アルバム　1963 年 ( 昭和 38) - 1964 年 ( 昭和 39)」より［0000149813］
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シマめぐり沖縄
屋我地島第11回

屋我地島は、沖縄本島北部の名護市に属しています。人口1,439人
（平成31年3月末現在）、面積は7.82㎢（平成30年10月1日時点）
の羽地内海に浮かぶ島です。
屋我地大橋が、奥武島経由で屋我地島を本島と結んでおり、現在は
1993年（平成5）に開通した3代目の橋が架かっています。

屋我地大橋開通記念式典　渡り初めする人々
1963 年 7 月 17 日 [0000108722-003335]

屋我地小学校配置図「郷土調査 屋我地小学校」より［0000117120］

屋我地釣センター落成 1969 年 6 月 25 日［0000108831-034155］

嘆願書　1948 年 10 月 14 日
「陳情書 1  1946 年 10 月～ 1949 年 5 月」より [R00000490B]

こ
の
資
料
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
頃

の
屋
我
地
島
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
で
す
。

当
時
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
に
所
属
し
て
い

た
社
会
学
者
・
河
村
只
雄
が
保
管
し
て
い
ま
し

た
。
河
村
が
地
元
の
教
員
に
依
頼
し
て
作
成
し

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
報
告
書
は
全
一
六
二

頁
、
十
八
項
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
８
．
教

育
」
に
は
学
校
内
の
敷
地
面
積
や
校
舎
の
外
観

が
描
か
れ
た
図
面
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
不
正

語
調
査
」
や
「
標
準
語
励
行
委
員
会
規
約
」
な

ど
の
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
11
．
衛
生

附
家
事
」
で
は
「
住
宅
調
（
構
造
設
備
）」
や
「
洗

濯
用
具
調
」、「
農
家
一
日
の
栄
養
調
」
な
ど
、

当
時
の
生
活
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
愛
楽
園
が
沖
縄
民
政
府
・

志
喜
屋
孝
信
知
事
に
宛
て
た
嘆
願
書
で
す
。
戦

後
の
物
価
高
騰
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

状
況
を
訴
え
た
も
の
で
、
食
糧
の
配
給
の
増
量
、

医
療
用
品
や
寝
具
の
支
給
、
住
宅
や
井
戸
の
整

備
、
燃
料
の
確
保
、
入
園
者
向
け
の
文
化
施
設

や
物
資
運
搬
用
桟
橋
の
設
置
、
軍
民
両
政
府
の

責
任
に
よ
る
最
低
限
の
生
活
の
保
障
、
職
員
の

待
遇
改
善
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
楽
園
は
、
熊
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設

か
ら
調
査
の
た
め
に
来
沖
し
た
牧
師
た
ち
と
沖

縄
の
患
者
に
よ
っ
て
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）

に
開
設
し
ま
し
た
。
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）

に
は
国
へ
移
管
さ
れ
、
戦
後
は
米
軍
政
府
、
琉

球
政
府
の
所
管
を
経
て
、
一
九
七
二
年
（
昭
和

四
十
七
）
に
国
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

琉
球
政
府
は
、
基
地
経
済
に
代
わ
る
戦
略

産
業
と
し
て
観
光
事
業
の
振
興
に
も
力
を
入
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
一
九
六
八
年
（
昭
和

四
十
三
）
に
沖
縄
観
光
開
発
事
業
団
を
設
立
し

ま
し
た
。

事
業
団
は
、
施
策
の
手
始
め
と
し
て
「
釣
り
」

に
着
目
し
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
七

月
に
「
屋
我
地
釣
り
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

し
た
。「
日
本
々
土
の
釣
り
マ
ニ
ア
一
千
万
人
を

誘
致
す
る
」
た
め
に
、
宿
泊
施
設
の
ほ
か
、
高

速
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
大
型
釣
船
「
あ
さ
か

ぜ
」
な
ど
四
隻
を
ビ
ー
チ
に
配
備
し
ま
し
た
。

現
在
も
屋
我
地
ビ
ー
チ
敷
地
内
で
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
外
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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撃
を
与
え
ま
し
た
。
一
万
三
千
ト
ン
と
い

う
大
量
の
毒
ガ
ス
兵
器
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
出
撃
す
る
Ｂ
52
は
、
沖
縄
住
民
の
生
命

や
世
界
の
平
和
を
脅
か
す
象
徴
的
な
存
在

と
し
て
、
そ
の
撤
去
を
求
め
る
運
動
が
粘

り
強
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
資
料
は
、
琉
球
政
府
が
「
基

地
公
害
」
と
名
付
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難

を
私
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。常

設
展
「
公
文
書
館
の
仕
事
―
記
録
を

残
す
・
記
憶
を
つ
な
ぐ
」
も
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

実
施
し
ま
し
た
。
見
学
し
た
職
員
か
ら
は

「
紙
以
外
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
行
っ
て
い
る

の
は
興
味
深
い
」「
引
き
渡
す
べ
き
文
書

に
つ
い
て
何
と
な
く
整
理
で
き
た
」
な
ど

の
声
が
あ
り
、
県
職
員
と
の
交
流
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

七
月
後
半
、
保
存
期
間
を
満
了
し
、
所

管
課
長
が
廃
棄
決
定
し
た
文
書
が
当
館
に

搬
入
さ
れ
ま
す
。
当
館
で
は
、
毎
年
度
知

事
部
局
を
中
心
に
三
千
～
五
千
箱
の
文
書

を
受
け
入
れ
、
評
価
選
別
を
行
い
ま
す
。

歴
史
資
料
を
選
別
す
る
重
責
を
感
じ
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宮古合同庁舎（宮古島市）での説明会の様子

毒ガス兵器を満載したトラックが
民家をかすめるように走る
1971 年 7 月 24 日［0000108848-038886］

毒ガス兵器移送に関する年表や写真、公文書等を展示しています。

ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
１
９
及
び

公
文
書
管
理
説
明
会

令
和
元
年
五
月
二
十
日
か
ら
六
月
七
日

に
か
け
て
、
本
島
及
び
離
島
の
計
七
カ
所

で
沖
縄
県
知
事
部
局
や
行
政
委
員
会
の
文

書
担
当
者
を
対
象
に
公
文
書
管
理
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
知
事
部
局
の
文
書

事
務
を
総
括
す
る
総
務
私
学
課
主
催
で
、

業
務
上
作
成
、
収
受
し
た
公
文
書
を
適
切

に
管
理
し
、
廃
棄
の
協
議
を
経
た
公
文
書

を
ス
ム
ー
ズ
に
当
館
に
引
渡
す
こ
と
を
目

的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
は
本
庁
、
出
先
機
関
等
を
含
め

て
約
一
八
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
総
務
私
学
課
の
職
員
が

執
務
室
内
に
あ
る
文
書
の
整
理
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
引
継
ぎ
作
業
を
中
心

に
説
明
し
ま
す
。
次
に
公
文
書
館
指
定
管

理
者
（
公
財
）
沖
縄
県
文
化
振
興
会
が
保

存
期
間
満
了
後
の
文
書
の
引
渡
方
法
、
公

文
書
館
に
搬
入
し
た
文
書
の
評
価
選
別
、

整
理
、
個
人
情
報
含
む
利
用
制
限
情
報
の

措
置
、
保
存
・
代
替
化
、
提
供
方
法
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

県
は
公
文
書
管
理
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
全
庁
的
に
文
書
管
理
改
善
と
情
報
公

開
の
推
進
を
進
め
て
お
り
、
文
書
管
理
の

効
率
化
・
合
理
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

着
実
に
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
当
館
で
開
催
し
た
南
部
地
区
出

先
機
関
対
象
の
説
明
会
で
は
館
内
見
学
を

「
空
に
Ｂ
52
、
海
に
原
潜
、
陸
に
毒
ガ

ス
―
天
が
下
に
か
く
れ
家
も
な
し
」
と
嘆

か
れ
た
五
十
年
前
の
沖
縄
―
。本
展
で
は
、

毒
ガ
ス
兵
器
の
発
覚
か
ら
沖
縄
外
へ
の
移

送
終
了
ま
で
二
年
余
り
の
沖
縄
の
状
況
を

関
連
資
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
沖
縄
は
、
嘉
手
納
基
地
内
で
沖

縄
住
民
の
猛
抗
議
を
無
視
し
て
配
備
さ
れ

た
Ｂ
52
戦
略
爆
撃
機
が
一
九
六
八
年
（
昭

和
四
十
三
）
十
一
月
に
墜
落
、
寄
港
す
る

原
子
力
潜
水
艦
の
放
射
能
漏
れ
、
米
軍
関

係
者
の
あ
い
つ
ぐ
凶
悪
犯
罪
な
ど
で
反
基

地
感
情
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
ま
し

た
。さ

ら
に
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
七

月
、
知
花
弾
薬
庫
区
域
で
発
生
し
た
神
経

ガ
ス
漏
洩
事
故
を
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
が
ス

ク
ー
プ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
在
沖
米
軍
基

地
内
に
大
量
の
毒
ガ
ス
兵
器
が
保
管
さ
れ

い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
住
民
に
衝

O P E R A T I O N  R E D  H A T

毒ガス兵器
撤去のたたかい

1969-1971

所 蔵 資 料 展

開催中～12月27日まで
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午前9時～午後5時（閲覧申請は午後4時30分まで）
月曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）、6月23日（慰霊の日）
入館は無料です。書庫内資料の閲覧には「利用証」が必要です。「利用証」発行には、
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＊駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

県道241号の拡張工事により中央分離帯が設置されたため、那覇方面から来館する
場合は従来駐車場入り口の正門（赤瓦の門）に右折（侵入）ができません。
那覇方面から車で来館の際は、当館手前の信号で右折し、新しい入口専用道路から
お入りください。
※新しい入口は「入口専用」です。お帰りの際は、正門（赤瓦の門）をご利用ください。
※マイクロバスや大型バスで来館の場合は、329 号線側から那覇向けに進行して正門
（赤瓦の門）からお入りください。

こんなに多数の資料を見て感動の一言。特に戦後の写真
には幼き頃を思い出し、胸があつくなり涙が出そうだっ
た。公文書館の仕事のすばらしさに感謝。ありがとうござ
いました。（金武町・80代以上）

具体的にお話してくださったので、理解しやすく良かった
です。先生が歴史は知るだけでなく、気持ちが大事、考える
事、行動する事というのが心にひびきました。

（糸満市・60代）

毒ガス移送についてのフィルムの前の講演は、米軍・沖縄
県民・地域住民それぞれの立ち場の思いや資料を知ること
ができて勉強になりました。そして、“ レッドハットフィルム”
の上映は、毒ガス移送がいかに安全かを強調する内容で
流れた音楽に違和感を覚えました。映像は、誰に向けての
ものかによって簡単に情報操作されそうで怖いと思いまし
た。しかし、残されてる映像は今後も見てみたいと思ってい
ます。又、よろしくお願いします。（沖縄市・50代）

利用案内
開 館 時 間
休 館 日
利用について

交 通 案 内

▲鳥堀

◀識名 与那原▶

兼城▶

県立南部医療センター
こども医療センター

那覇バス

ファミリーマート

新川南

公
文
書
館

那覇方面より

南風原方面より

新しい入口
※一方通行につき
　入口専用です

那覇方面からの駐車場入口にご注意ください。

3月12日～18日　場所：金武町立中央公民館

4月20日　講師：伊佐眞一［沖縄近現代史家］　場所：当館講堂

6月29日　講師：清水史彦、新城邦朝［（公財）沖縄県文化振興会］
場所：当館講堂

移動展：沖縄県公文書館所蔵資料にみる金武　

公文書館活用講座：資料にみる沖縄の近代―
「琉球処分」から沖縄戦まで

上映会 1：オペレーション・レッド・ハット
毒ガス移送

行事報告 E V E N T  R E P O R T

来場者
コメント

来場者
コメント

来場者
コメント


